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児童はふりこの１往復する時間に関係する要因として，おもりの重さ，ふりこの長さ，振れ幅

を挙げると予想したため，児童の考えを類型化し問題ごとに整理する支援を行い，児童がしっか

りとした見通しをもつことができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪考察≫ 

 話合い活動を通して，ふりこの長さ，おもりの重さ，ふりこの振れ幅のそれぞれを変えた場合

について，「おもりの重さを変えて，１往復する時間が変われば，おもりの重さが往復する時間

を変える条件と言えるけど，変わらなければ，１往復する時間を変える条件とは言えない。」な

ど，自分が着目した条件を基に結果への見通しをもった情報交換がなされた。 

 

４ その他の実践における分析と考察 

 (1) 宿題プリントの工夫改善 

   必要な語句を押さえることができ，評価しやすいと

  いう理由で，長い言葉の記述よりも語句による解答を

  求める宿題プリントが多く，ある程度の知識は得てい

  るものの，それらを結びつけた表出に困難があった。 

   そこで，日常生活や身の回りの事物・現象に実際に

  当てはまることを確認できる問題や結果から得られた

  データを基に，自然の事物・現象の性質や特徴，関係

  などをとらえていく問題を記述式で答えていく課題を

  取り入れた。 

   しかし，なかなか事象の背景や要因を論理的に記し

  たものは見られず，短い文で現象面のみを答えている

  ものが多く，今後，授業の中で実験結果から何が分か

  り，何を考えなければならないかが分かるように，結

  果と考察を明確に分けて書く活動を充実させる必要が

  ある。 

(2) 「話合い活動の手引き」の活用 

   学び合いの雰囲気を醸成し，自分の考えを深めるために，これまでも自分の考えや学習した内

容を友達同士で発表し合う機会を設けた。しかし，グループの話合い活動で学び合いが行われて

いるか，児童の話合い活動への参加状況を調査してみると，「１ 本校の児童の実態・指導上の

課題」の通りであった。 

   そこで，活発に，安心して発表や話し合いができるように話型のサンプルとして，｢話合いの手

引き｣を作成し，話型に沿った話合い活動を取り入れた。話型の作成に際しては，自分の考えと友

達の考えを比べたり，根拠や理由を付けて話したりできるように工夫した。 
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   そのことによって，話合い活動への参加が不十

  分であったり，ワークシートの内容を読み上げる

  だけだったりする姿が少なくなった。しかし，一

  人の意見に追従するようなまとめの練り上げが目

  立つようになった。 

 

５ 成果と課題 

 (1) 成果 

  ア 思考モデルを基に，児童の思考を促す発問を

   することで，児童は既習事項を活用しながら結

   果の見通しをもって主体的に実験を行うことが

   できた。また，結果を表やグラフに表したり，

   キーワードを活用させたりすることで，自ら予

   想と結果を比較し，キーワードを意識しながら

   考察することができるようになった。 

  イ 自分の考えを友達と話し合う場を設けるとと

   もに，「話合いの手引き」を活用させることで

   根拠を明らかにしながら筋道を立てて話し合う

姿が見られるようになり，考えを深めることができた。 

 (2) 課題 

  ア 児童が自分の考えをしっかりともって事実を基に分かりやすく話したり，友達の意見を自分

の結果や考えと比べながら聞いたりできような表現力を更に高める必要がある。 

  イ ワークシートなしでも事実を正確にとらえ，観察，実験の結果を整理し考察する力を身に付

けさせるために，今後も意図的・計画的に繰り返し，書くことに慣れさせるように学習活動を

充実する必要がある。 

 


